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― 遊学館の新たな仲間たち ―
山形県公文書センター

　２月にリニューアルした遊学館。新たに「山形
県公文書センター」、「大学コンソーシアムやまが
た」、「カフェレストランIL BLU遊学館」が仲間
に加わりました。今号より３施設をご紹介します。
　今回ご紹介するのは「山形県公文書センター」。
保存期間が満了した県の公文書のうち、歴史資料
として重要なものを特定歴史公文書として保存・
管理しています。一番古い特定歴史公文書は明治
22年とのこと。多くの方に利用していただける
ように、また、より良い状態で長く後世に残せる
よう、良好な保存環境に努めながら、資料の補修
やデジタル化作業（デジタル情報として記録保存
すること）を行っています。
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特定歴史公文書の補修作業特定歴史公文書の補修作業
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展示資料（左から原本２点・複製４点）展示資料（左から原本２点・複製４点）
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博
物
館
の
定
義
を
問
う

〜「
民
主
化
を
進
め
る
空
間
」？

　

博
物
館
の
国
際
組
織
で
あ
る
国
際
博
物
館

会
議
（ICO

M

）
の
世
界
大
会
が
２
０
１
９

年
に
京
都
で”M

useum
s as Cultural 

H
ubs: the Future of T

radition

（
文
化
を

つ
な
ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
―
伝
統
を
未
来
へ

―
）”

の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
博
物

館
の
定
義
の
改
訂
が
激
し
く
議
論
さ
れ
た
１※

。

　

現
行
定
義
は
以
下
で
あ
る
。「
博
物
館
と
は
、

社
会
と
そ
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
有
形
、

無
形
の
人
類
の
遺
産
と
そ
の
環
境
を
、
教
育
、

研
究
、
楽
し
み
を
目
的
と
し
て
収
集
、
保
存
、

調
査
研
究
、
普
及
、
展
示
す
る
公
衆
に
開
か

れ
た
非
営
利
の
常
設
機
関
で
あ
る
。」
真
っ

当
、
悪
く
言
え
ば
現
状
追
認
の
定
義
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
新
定
義
案
は
以
下
で
あ
る
。

長
文
の
前
半
の
み
を
示
す
。
重
点
と
イ
ン
パ

ク
ト
を
示
す
語
順
と
意
図
的
選
択
の
語
の
訳

は
原
文
に
極
力
従
う
。「
博
物
館
は
、
民
主

化
を
進
め
る（dem

ocratising

）、
包
摂
的

（inclusive

）で
、
多
声
的
な（polyphonic

）

空
間（space

）
で
あ
る
、
過
去
と
未
来

に
つ
い
て（about the pasts and the 

futures

）
の
批
判
的
な
対
話（critical 

dialogue

）の
為
の
。
現
在
の
闘
争
と
挑

戦
の
事
実
を
認
め
対
処
し
つ
つ
、
博
物
館

は
、
社
会
の
た
め
に
委
託
さ
れ
た
人
工
物

と
標
本
を
保
持
し
、
多
様
な
記
憶（diverse 

m
em
ories

）を
未
来
世
代
の
為
に
保
護
し
、

そ
し
て
全
て
の
人
々
に
遺
産
に
対
す
る
平
等

な
権
利
と
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
。」

　

私
見
だ
が
、
い
き
な
り
「
博
物
館
は
、
民

主
化
を
進
め
る
」
と
は
性
急
な
正
義
の
暴
力

で
あ
る
。
正
義
の
反
義
は
ま
た
別
の
正
義
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
正
義
の
下
に
武
器
支
援
を
受
け

ソ
連
と
戦
う
「
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
」、「
ア
ラ

ブ
の
春
」
等
、
己
の
そ
の
場
で
の
性
急
な
正

義
を
か
ざ
し
た
乱
暴
な
政
策
こ
そ
が
各
地
で

戦
争
と
テ
ロ
を
生
ん
だ
。
政
治
や
経
済
と
異

な
り
、
文
化
は
静
か
に
重
い
の
が
そ
の
基
底

の
特
長
で
、
だ
か
ら
こ
そ
毎
日
浮
わ
つ
き
乱

高
下
す
る
政
治
や
経
済
な
ど
よ
り
も
強
い
。

「
記
憶
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
次
史
料
」
を

保
全
し
根
拠
と
す
る
客
観
的
学
問
的
方
法
論

に
外
れ
る
。「
多
声
的
な
空
間
」
等
意
味
不
明

で
、
曖
昧
な
言
葉
遣
い
は
到
底
「
定
義
」
で

は
な
い
。
そ
し
て
現
行
定
義
に
あ
る
「
教

育
」、「
常
設
機
関
」、「
無
形
遺
産
」、「
楽
し

み
」
の
概
念
の
消
滅
は
看
過
で
き
な
い
。

　

こ
れ
は
定
義
で
は
な
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
10
年
以
上

も
前
か
ら
米
・
英
・
豪
・
加
・
北
欧
で
主
流

で
あ
る
一
つ
の
理
想
の
博
物
館
観
で
あ
る
。

し
か
し
理
念
を
定
義
と
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

欧
米
か
ら
の
み
成
る
の
で
は
な
い
諸
国
家
の

多
様
な
価
値
観
、
歴
史
、
宗
教
、
政
治
・
社

会
体
制
を
考
慮
せ
ず
、
理
想
を
語
る
贅
沢
が

許
さ
れ
な
い
国
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

完
全
無
知
な
ら
ま
だ
し
も
、
お
そ
ら
く
浅
い

知
見
は
あ
る
が
故
に
却
っ
て
自
分
の
唯
一
神

を
強
く
説
く
、
西
洋
中
心
主
義
の
宣
教
師
的

な
傲
慢
さ
が
あ
る
。

博
物
館
あ
る
い
は
文
化
施
設
の

近
年
の
大
転
換
〜
社
会
総
が
か
り

　

定
義
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
が
、
一
方

で
博
物
館
に
関
わ
る
理
想
の
一
つ
と
し
て
は

正
し
い
。
博
物
館
は
、
戦
争
・
紛
争
、
環
境

破
壊
・
気
候
変
動
、
多
文
化
共
生
、
民
族
問

題
、
移
民
、
貧
困
、
犯
罪
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
の
現
代
社
会
で
顕
在
化
す
る

諸
課
題
に
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
と
す
る
考

え
で
あ
る
。

　

従
来
博
物
館
と
は
、
厳
め
し
い
そ
の
建
築

を
思
え
ば
瞭
然
だ
が
、
帝
国
主
義
の
国
威
発

揚
装
置
で
、
殖
産
興
業
等
の
旗
の
も
と
宗
主

国
に
都
合
の
良
い
「
国
史
」
を
展
示
す
る
場

で
、
支
配
の
為
の
一
方
通
行
的
な
権
力
装
置

で
あ
っ
た
。
東
洋
で
は
博
物
館
は
西
洋
の
帝

国
が
造
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
日
本
以
外
の

場
合
は
。
ひ
と
り
よ
く
帝
国
日
本
は
明
治
5

　東北大学高度教養教育・学生支援機構教授、
総長特別補佐（共同参画担当）、男女共同参画推
進センター副センター長、学習支援センター長。
日本学術会議連携会員（博物館・美術館の組織
運営に関する分科会副委員長）。ICOM京都大会
運営委員会委員。日本ユネスコ国内委員会委員、
「世界の記憶」選考委員会副委員長。ユネスコ
「世界の記憶」アジア・太平洋地域（MOWCAP）
委員会執行部副議長。
　専門はユーラシア大陸考古学。古代ギリシア・
ローマから中央ユーラシア・インドの考古学、特
にギリシア・ローマ図像の東方への伝播とそれら
の仏教美術の中への選択的吸引、およびギリシア・
ローマ美術との関係における仏像の起源を研究。

芳 賀 　満 氏
プロフィール

特　集

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
博
物
館・美
術
館
。「
観
る
」
か
ら
「
参
加
」（
学
習
）

の
場
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
未
来
世
代
の
た
め
の
博
物
館
・
美
術
館
の
役

割
と
は
？
そ
し
て
文
化
は
地
域
発
展
の
道
標
と
な
る
の
か
。
国
際
的
な
視
点

も
含
め
、
芳
賀
満
氏
よ
り
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
未
来
世
代
の
た
め
の
、

　
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
・
美
術
館
あ
る
い
は
文
化
活
動

　
　
―
世
代
間
倫
理
の
重
要
性
―
」

東
北
大
学
教
授
　
芳は

賀が

満み
つ
る

氏
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生涯学習 ショウガイガクシュウ

年
以
来
の
東
京
国
立
博
物
館
の
歴
史
を
持
ち
、

こ
の
西
洋
帝
国
主
義
装
置
を
よ
く
理
解
・
受

容
し
、
そ
れ
を
満
州
国
国
立
中
央
博
物
館
２※

で
は
宗
主
国
と
し
て
「
正
し
く
」
実
現
し
た
。

　

し
か
し
近
年
博
物
館
は
有
形
の
み
な
ら
ず

無
形
の
文
化
財
の
継
承
を
も
契
機
と
す
る
双

方
向
の
交
流
の
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。「
資
料

中
心
」
か
ら
「
来
館
者
重
視
」
へ
、「
観

る
」（
見
学
し
教
育
を
受
け
る
）
か
ら
「
参

加
」（
学
習
）
へ
、
つ
ま
り
生
涯
に
わ
た
り

自
主
的
に
楽
し
く
学
習
す
る
場
へ
と
転
換
し

て
い
る
。
さ
ら
に
博
物
館
運
営
へ
の
積
極
的

「
参
画
」
へ
。
そ
し
て
そ
の
個
々
の
博
物
館

を
「
ハ
ブ
」
と
し
て
我
々
は
世
界
へ
と
連
携

し
展
開
し
て
ゆ
く
。
博
物
館
は
、
評
価
の
定

ま
っ
た
お
宝
を
集
め
そ
れ
を
人
々
が
崇
め
に

詣
る
「
神
殿
」（「
結
果
」）
か
ら
、
未
知
と

の
遭
遇
に
よ
り
議
論
が
始
ま
る
場
で
あ
る

「
広
場
」（「
プ
ロ
セ
ス
」）
へ
と
変
貌
を
遂

げ
て
い
る
３※

。
博
物
館
に
あ
る
の
は
、
そ
こ

に
身
体
を
運
ぶ
、
あ
る
い
は
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア

ル
に
ア
ク
セ
ス
す
る
、
全
て
の
我
々
が
「
社

会
総
が
か
り
」（
改
正
文
化
財
保
護
法
）
で

創
っ
て
ゆ
く
未
来
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
予
算
を
割
く
施
政
者
は
、
橋
下

徹
大
阪
府
知
事
の
如
く
に
、
文
化
施
設
の
対

費
用
効
果
、
つ
ま
り
税
収
増
、
消
費
拡
大
、

雇
用
創
出
効
果
を
見
極
め
る
責
任
あ
る
立
場

に
あ
る
。
文
化
に
は
地
域
発
展
の
推
進
力
が

あ
る
の
か
。
博
物
館
の
立
場
か
らO

ECD

と

ICO
M

が
共
同
作
成
し
た
『
文
化
と
地
域
発

展
：
最
大
限
の
成
果
を
求
め
て
―
地
方
政
府
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、
ミ
ュー
ジ
ア
ム
向
け
ガ
イ
ド
』
が

そ
の
効
果
を
示
し
説
く
４※

。
博
物
館
こ
そ
が
、

経
済
発
展
、
都
市
再
生
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
、
創
造
的
社
会
の
創
出
、
健
康
・
幸
福
の

達
成
、
地
域
開
発
の
ド
ラ
イ
バ
ー
（
原
動

力
）
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
創
造
性
、
文
化
の

多
様
性
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
社
会
的
結

束
、
市
民
の
社
会
参
画
、
健
康
・
幸
福
が
生

ま
れ
る
の
で
あ
る
。
行
政
資
金
、
民
間
資
金

を
引
き
出
す
「
稼
げ
る
文
化
」
の
根
拠
で
あ

る
。

　

上
記
『
ガ
イ
ド
』
で
「
博
物
館
の
、
先
端

的
な
役
割
を
市
民
社
会
に
於
い
て
果
た
し
そ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
幅
広
い
観
客
と
共
有
し

た
い
と
の
欲
望
」
か
ら
の
「
野
望
に
満
ち
た

前
例
の
な
い
」
事
例
と
さ
れ
る
の
は
、
ル
ー

ヴ
ル
美
術
館
が
刑
務
所
当
局
と
受
刑
者
と
共

に
刑
務
所
で
開
催
し
た
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
名

作
複
製
展
覧
会
「
壁
を
超
え
て
」
で
あ
る
。

　

実
は
こ
れ
は
先
端
的
だ
が
異
端
的
で
は
な

く
、「
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
の
誓
願
で
あ

る
。
誤
解
な
き
よ
う
確
認
す
れ
ば
「
悪
人
」

と
は
衆
生
凡
夫
我
々
全
員
で
あ
る
時
、
そ
こ

に
こ
そ
及
ぶ
の
が
本
願
で
あ
る
。
故
に
特
に

社
会
か
ら
孤
立
し
た
人
々
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
情
報
弱
者
等
々
へ
こ

そ
、
他
の
社
会
機
関
と
連
携
し
つ
つ
衆
生
を

救
わ
ん
と
長
く
手
を
差
伸
べ
る
の
が
阿
弥
陀

仏
と
い
う
「
女
神
」
の
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

根
機
で
正
因
で
あ
る
。
や
っ
と
２
０
１
５
年

に
国
連
もSD

Gs

を
定
め
そ
の
基
本
理
念
と

し
て
「
誰
も
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
」
と
し

た
。
故
に
例
え
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
ア
テ

ネ
ウ
ム
美
術
館
は
「
幸
福
感
を
高
め
る
美
術

館
」
を
目
指
し
、
特
に
高
齢
者
へ
向
け
て
㈱

大
日
本
印
刷
等
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
５※

。

“M
useum

s C
hange Lives

６※”

で
あ
り
、

命
・
生
き
方
・
社
会
・
世
界
を
変
革
す
る
の

が
博
物
館
等
の
文
化
施
設
な
の
で
あ
る
。

世
代
間
倫
理
の
機
関
と
し
て
の

博
物
館
あ
る
い
は
文
化
施
設

〜
民
主
主
義
の
致
命
的
欠
陥
を
補
う

　

但
し
、
現
在
世
代
の
世
界
で
は
な
く
、
未

来
世
代
の
世
界
を
こ
そ
起
点
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
、「
保
存
」
と
均
衡
を
取
り
つ
つ

と
附
帯
決
議
を
示
し
な
が
ら
も
、「
活
用
」

を
強
く
押
し
出
す
改
正
文
化
財
保
護
法
の
危

惧
点
が
あ
る
。
上
記
新
定
義
案
に
お
い
て
も
、

「
民
主
化
」
を
唯
一
神
の
如
く
掲
げ
た
後
の

「
過
去
と
未
来
に
つ
い
て
の
批
判
的
な
対

話
」
と
の
一
節
は
、E.H

.

カ
ー
の
有
名
な
歴

史
学
の
定
義
「
過
去
と
現
在
と
の
間
の
終
わ

り
の
な
い
対
話
」
を
当
然
意
識
す
る
が
、
似

て
全
く
非
な
る
概
念
で
あ
る
。
新
定
義
案
で

は
「
現
在
」
は
「
過
去
」「
未
来
」
と
対
話

を
し
な
い
。
あ
く
ま
で
過
去
と
未
来
「
に
つ

い
て（about
）」、「
現
在
」
の
人
々
の
間
で

「
批
判
的
な
対
話
」
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。

「
現
在
」
の
み
が
現
場
で
、
特
権
的
な
立
場

に
あ
る
。
し
か
し
本
来
博
物
館
は
、
単
に
過

去
を
未
来
に
無
事
届
け
る
「
管
理
者

（custodian

）」
７※

、「
仲
保
者
」
と
の
謙
虚

で
慎
ま
し
い
存
在
で
あ
る
筈
だ
。
博
物
館
は

所
蔵
品
の
特
権
的
・
最
終
的
所
有
者
で
も
活

用
者
で
も
な
い
。
自
分
を
活
か
し
同
時
に
他

者
を
活
か
す
「
地
の
塩
」
で
あ
る
の
が
そ
の

勇
気
だ
。

　

通
常
、
倫
理
は
「
世
代
内4

倫
理
」で
、
同

時
代
の
人
間
間
を
律
す
る
行
動
規
範
で
、
共

時
的
、
双
務
的
で
、
交
換
と
し
て
の
契
約
で

あ
る
。
し
か
し
博
物
館
を
律
す
る
は
「
世
代

間4

倫
理
」８※
で
あ
る
。
通
時
的
で
故
に
一
方
向

的
で
見
返
り
な
く
片
務
的
で
あ
る
。
過
去
か

ら
現
在
へ
渡
さ
れ
た
か
ら
、
現
在
か
ら
未
来

へ
渡
す
贈
与
で
あ
る
が
、
未
来
か
ら
現
在
へ

の
返
礼
は
あ
り
得
な
い
。
だ
が
逆
に
、
ア
メ

リ
カ
先
住
民
の
「
大
地
は
子
孫
が
貸
し
て
く

れ
た
も
の
」
と
の
哲
学
を
踏
ま
え
、
野
家
氏

は
現
在
世
代
が
大
地
を
未
来
世
代
か
ら
贈
与

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
、
そ
れ
を
保

全
し
良
好
な
状
態
で
未
来
世
代
に
渡
す
こ
と

は
現
在
世
代
の
返
礼
義
務
に
他
な
ら
な
い
と

言
う
。
大
地
と
は
文
化
財
の
こ
と
で
も
あ
り
、

そ
の
返
礼
義
務
を
果
た
す
為
の
機
関
が
博
物

館
で
あ
る
。
博
物
館
と
は
世
代
間
倫
理
を
全

う
す
る
為
に
時
間
軸
上
に
造
ら
れ
た
四
次
元

機
関
な
の
で
あ
る
。
過
去
世
代
と
未
来
世
代

を
繋
ぐ
世
代
間
の
ハ
ブ
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が

博
物
館
の
最
重
要
任
務
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
こ
そ
民
主
主
義
の
致
命
的
欠
陥
が
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あ
る
。
未
生
の
未
来
世
代
は
現
在
投
票
で
き

な
い
。
現
在
の
多
数
決
に
よ
る
民
主
的
決
定

は
、
現
在
の
正
義
や
公
正
を
未
来
世
代
に
問

答
無
用
で
拡
張
し
負
担
を
強
い
る
。
特
に
ト

ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
時
代
、
リ
ス
ク
社
会

に
伴
う
環
境
破
壊
や
福
島
原
発
事
故
を
、
天

に
向
か
っ
て
罪
を
犯
せ
ば
そ
の
罪
は
必
ず
身

に
及
ぶ
こ
と
（『
民
数
記
』
32
：
23
）
を
、

も
う
忘
れ
て
い
る
の
か
。
民
主
主
義
は
世
代

間
倫
理
と
一
部
利
益
相
反
す
る
。
従
来
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
国
家
、
中
央
・
地

方
行
政
府
、
民
間
企
業
、
寺
社
、
市
民
、
所

蔵
者
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
未
来
世
代
こ
そ

が
最
重
要
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
な
の
で
あ
る
９※

。

本
来
全
て
の
現
在
の
思
考
、
決
断
、
政
策
は

未
来
世
代
を
起
点
と
し
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
世
界
の
持
続
可
能
性

を
生
む
。
な
ら
ば
生
涯
に
渡
る
学
び
は
、
そ

の
自
己
の
生
涯
の
み
で
終
わ
ら
ず
、
未
来
の

他
者
の
生
涯
へ
と
つ
な
が
る
。

　

我
々
は
未
来
の
他
者
に
世
代
間
倫
理
義
務

を
負
う
。
カ
ン
ト
は
「
他
者
を
手
段
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
目
的
と
し
て
扱
え
」

（『
道
徳
形
而
上
学
原
論
』）
と
言
う
。
現
在

世
代
の
民
主
的
合
意
に
よ
る
現
在
の
幸
福
の

享
受
に
よ
り
、
も
し
も
未
来
の
他
者
に
我
々

の
ツ
ケ
を
ま
わ
し
た
ら
、
未
来
の
他
者
を

「
手
段
」
と
し
て
の
み
扱
う
こ
と
に
な
る
。

同
時
に
「
目
的
」
と
し
て
も
扱
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
観
光
マ
イ
ン
ド
に
則
り
文
化
資
本
を

「
活
用
」
し
観
光
「
手
段
」
と
し
て
稼
ぐ
こ

と
自
体
は
良
い
。
同
時
に
文
化
資
本
を
「
保

存
」
し
未
来
の
他
者
を
「
目
的
」
と
し
て
扱

え
ば
良
い
の
だ
。
産
業
振
興
、
観
光
等
の
営

利
行
為
を
「
手
段
」
と
し
て
遂
行
し
公
民
共

に
稼
ぎ
繁
栄
・
存
続
し
、
未
来
へ
の
世
代
間

倫
理
義
務
と
い
う
「
目
的
」
を
果
た
そ
う
。

世
界
の
未
来
世
代
の
た
め
の
山
形

の
文
化
財
総
合
計
画「
大
綱
」

〜
こ
ん
に
ゃ
く
を
煮
込
む
し
あ
わ
せ

　

で
は
山
形
の
現
在
世
代
は
、
同
世
代
そ
し

て
未
来
世
代
の
世
界
の
人
々
へ
と
何
を
伝
え

れ
ば
良
い
の
か
。
ま
さ
に
様
々
な
経
験
値
、

専
門
知
が
集
ま
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
で

総
が
か
り
で
考
え
る
べ
き
こ
と
だ
。

　

「
一
所
」
懸
命
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

山
形
と
い
う
一
所
の
歴
史
文
化
的
特
長
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
世
界
と
未
来
の
為

に
な
る
。
山
形
は
自
然
と
歴
史
が
豊
か
で
、

傑
出
人
物
を
輩
出
し
、
食
文
化
濃
く
、
温
泉

湧
き
、
観
光
盛
ん
だ
。
し
か
し
山
形
は
京
都
、

東
京
で
も
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
で
も
な

く
、
中
心
で
も
最
先
端
で
も
な
い
。
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
出
店
が
日
本
で
一
番
遅
か
っ
た
県

（
モ
ス
ク
ワ
よ
り
も
遅
か
っ
た
）
だ
そ
う
だ

が
、
さ
も
あ
り
な
ん
。

　

し
か
し
そ
れ
「
が
」（「
で
」
で
は
な
い
）

良
い
の
で
あ
る
。「
暑
き
日
を
海
に
い
れ
た
り

最
上
川
」（
芭
蕉
）
は
そ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
生
ま
れ
た
10※

。
日
本
列
島
の
大
半
の
風
土
・

景
観
が
古
来
、
カ
タ
ロ
グ
化
さ
れ
高
密
度
に

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
的
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
。

そ
の
歌
枕
と
い
う
詩
的
約
束
事
の
伝
統
は
日

本
詩
人
の
重
要
な
遺
産
で
あ
る
が
重
圧
・
束

縛
と
も
な
り
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
ん
と
歌
枕
支

配
の
希
薄
な
奥
羽
に
旅
し
、
古
代
の
詩
心
を

蘇
ら
せ
解
放
す
る
試
み
が
『
お
く
の
ほ
そ

道
』
の
旅
で
あ
っ
た
。
陳
腐
の
典
型
の
松
島

で
な
く
、
芭
蕉
が
初
め
て
真
に
海
に
出
会
っ

た
の
が
庄
内
だ
。
そ
こ
で
「
た
だ
『
暑
き

日
』
と
『
海
』
と
『
最
上
川
』
と
が
そ
れ
ぞ

れ
獣
の
よ
う
に
も
ん
ど
り
打
っ
て
相
撃
つ
、

古
代
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
と
も
い
う
べ
き
光
景
」

が
生
ま
れ
出
た
。「
古
代
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
と
の

評
価
軸
を
建
て
山
形
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ
き

で
あ
る
。
舟
形
の
「
縄
文
の
女
神
」
も
賛
同

を
叫
ぶ
で
あ
ろ
う
。

　

私
事
だ
が
私
の
父
、
祖
父
母
は
山
形
出
身

で
、
私
は
毎
年
寒
河
江
と
山
形
市
小
荷
駄
町

の
親
戚
の
家
に
長
い
夏
休
み
や
冬
、
弟
と
共

に
預
け
ら
れ
て
過
ご
し
た
。
オ
モ
エ
お
ば

ち
ゃ
ん
の
養
鶏
場
を
手
伝
い
、
持
た
せ
て
く

れ
た
お
握
り
と
し
ょ
ッ
ぱ
い
茄
子
漬
を
手
に

千
歳
山
に
登
っ
た
。
朝
、
芳
賀
菓
子
店
の
店

先
か
ら
三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
を
持
っ
て
行
き
寒

河
江
川
の
川
辺
に
埋
め
、
背
中
を
日
焼
け
し

な
が
ら
夢
中
で
箱
眼
鏡
で
カ
ジ
カ
を
突
き
、

昼
、
冷
え
た
サ
イ
ダ
ー
を
飲
み
焼
い
た
魚
を

食
べ
る
旨
さ
。「
夏
河
を
越
す
う
れ
し
さ
よ
手

に
草
履
」（
蕪
村
）
と
は
、
父
に
手
を
取
っ

て
貰
い
寒
河
江
川
を
踏
み
渡
る
時
、
足
裏
に

渦
巻
く
水
の
気
持
ち
良
さ
で
あ
る
。
私
の
桃

源
郷
は
山
形
に
あ
る
。

　

そ
れ
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
結
局
古
来

求
め
て
い
た
桃
源
郷
は
今
既
に
目
の
前
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
人
間
中
心
の

Society 5.0

を
目
指
す
の
だ
そ
う
だ
。
生
物

か
非
生
物
か
も
判
ら
ぬ
ウ
ィ
ル
ス
に
さ
え
翻

弄
さ
れ
て
い
る
の
に
、
未
だ
に
人
間
中
心

か
！
国
際
的
に
見
て
日
本
、
特
に
山
形
の

特
長
は
、
自
然
と
そ
の
一
部
と
し
て
の
人
間

が
古
来
共
生
す
る
環
境
で
あ
る
。
安
っ
ぽ
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
に
も
反
対
！
今
さ

ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
と
は
か
え
っ
て
古

い
。
こ
と
さ
ら
世
代
間
倫
理
と
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
文
化
を
未
来
に

向
け
て
逆
に
ゆ
っ
く
り
煮
込
ん
で
こ
そ
、
平

和
が
海
山
川
と
人
間
社
会
の
隅
々
ま
で
染
み

渡
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
こ
ん
に
ゃ
く
を
ゆ
っ

く
り
と
煮
込
む
し
あ
わ
せ
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
・

ア
ッ
プ
と
ば
か
り
に
カ
ラ
シ
を
少
し
だ
け
付

け
、
千
歳
山
の
こ
ん
に
ゃ
く
は
だ
か
ら
旨
い
。

※
１
．
松
田
陽
「IC

O
M

博
物
館
定
義
の
再
考
」『
別
冊
博
物

館
研
究
』55,2020

（
以
下2020

）,22-26.

※
２
．
大
出
尚
子
『「
満
洲
国
」
博
物
館
事
業
の
研
究
』
汲
古
叢
書

2014.

※
３
．D

.F.C
am
eron“The M

useum
: A
 Tem

ple or the 
Forum

”Journal of W
orld H

istory 14(1),189-202.

※
４
．
後
藤
和
子
「
博
物
館
と
地
域
発
展
」2020,41-45.

※
５
．w

w
w
.m
useum

lab.jp/ateneum
/archive/

※
６
．https://w

w
w
.m
useum

sassociation.org/
m
useum

s-change-lives

※
７
．
吉
田
憲
司
「IC

O
M

京
都
を
振
り
返
る
」2020,50.

※
８
．
野
家
啓
一
『
は
ざ
ま
の
哲
学
』
青
土
社2018,311-

313;M
.H
aga”Safeguarding and utilizing cultural 

assets”IC
O
M
 S
ym
posium

,S
ingapore,2018; 

M
.H
aga“M

useum
s as hubs betw

een generations 
or as an em

bodim
ent of Inter-G

enerational 
Ethics”IC

M
A
H
 C
onference, 2019.

※
９
．
佐
久
間
大
輔
「
博
物
館
は
持
続
可
能
性
を
社
会
に
も
た

ら
す
か
？
」2020,27.

※
10
．
芳
賀
徹
『
詩
の
国
詩
人
の
国
』
筑
摩
書
房1997, 203-207.



5

生涯学習 ショウガイガクシュウ

■　内容　■
　学芸員の大切な
仕事の１つに『教
育普及』がありま
す。博物館の役
割や仕事を身近に
わかりやすく伝える
ため、多くの市民
に博物館を利用していただくためのきっかけづくりの事業
です。さらにそれは、市民と一丸となって文化財を守っ
ていく大きなきっかけにもなっていきます。
　その１つとして立ち上げたこども学芸員の育成は、今
年で16年目をむかえました。小学4年生から高校３年生
までのこどもたちが学芸員の４つの根幹業務「展示」「調
査・研究」「収集」「教育普及」から毎年テーマを絞り、
現役の学芸員とともに体験するものです。

■　ここが大変　■
　こどもたちは学校での活動はもちろん、校外活動、習
い事などで週末は多忙です。その中で年間12回全員が
顔をそろえるのは不可能。情報を共有し１つの仕事をみ
んなで進めるためのサポートには苦心しています。
■　ここがうまくいった　■
　継続して参加しているこどもたちが多いので、経験者
が新人に指導して繋がっていくことが自然に生まれている
ことに、こどもたちのパワーを感じています。また、学芸
員の修行をしていることに誇りが生まれ、自分の町に残さ
れている資料などを大切にする意識が醸成されているの
を感じます。

■　内容　■
　個人や少人数グループの方々が作品制作を行えるよう
に、毎月第２・４日曜日の午後にアトリエを開放しています。
職員等の指導はありませんが、自由に時間と場所を使っ
て制作できるようになっています。陶芸用の手ろくろや石
膏像は各種用意してあり、貸し出していますが、その他
に必要な材料・道具類は各自で持参していただき制作を
楽しんでいます。
　また、学校に美術部がないという声を受け、中学生
や高校生の利用も受け入れており、ゆったりと絵画や工

作などの創作活動に
取り組むことができま
す。この時間は出入
り自由。ご都合の良
い時間に気軽にご利
用いただいています。　

■　ここが大変　■
　貸し出し用の道具類が少ないため、利用者には使用
する材料・道具類を持参していただいています。一般開
放の場所なので音が出る道具はご遠慮いただくなどの制
限もありますが、ご理解いただき、円滑にご利用いただ
いています。
■　ここがうまくいった　■
　アトリエ事業の一環である「美術講座」に参加した方
が、作ることの楽しさを感じ、創作の場として利用し始め
ています。
　また、様々な分野（陶芸・絵画・木工など）の方々
が利用するので、互いが刺激を受け合い、このオープン
アトリエをきっかけに、利用者同士の交流が増えているよ
うです。

小学４年生から活動してきました。米沢の文
化に触れ多くの発見がありました。また、学芸
員の方に教わりながらワークショップの運営
ができるのも楽しいです。これからも継続して
頑張ります。　（13歳　中学１年男子／４年目）

何か作ったり絵を描いたりすることが生
涯の趣味になればと思う。せめて自宅に
作業場があったら…。いやいや、気分良く
気軽に利用できるアトリエがある環境に
感謝!!　　　　　　　（50歳　男性）

データーベースに登録する資料の撮影や資
料を薄葉（専用の紙）で包む練習の様子

米沢市｜米沢市上杉博物館  募集制ワークショップ

鶴岡市｜鶴岡アートフォーラム「個人制作のためのオープンアトリエ」

参加者
Voic

e

参加者
Voic

e

博物館・美術館博物館・美術館のの取り組み取り組みを紹介します

ゆったりと制作に取り組めるひととき

きみもチルドレンキュレーターズ  学芸員になろう！
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日にち 講　師 内　　　容

第１回
5/14 谷中　修吾	氏 価値創造型超絶まちづくり～イノベーターが

実践しているビジネスデザイン技法

第２回
5/21 中山ダイスケ	氏 ヒトとまちを元気にするコミュニティデザイン

の可能性

第３回
5/28 矢島　里佳	氏 日本の伝統を次世代へ～「和える」から学ぶ、

自分の想いに気づきカタチにする方法

第４回
6/4 指出　一正	氏 「関係人口」から生まれるローカルのチカラ

第５回
6/11 田中　元子	氏 1階づくりはまちづくり～個人ではじめるマイ

パブリック妄想ワークショップ

第６回
6/18 阿部広太郎	氏 「I	LOVE	YOU」	今のあなたなら何と訳す？	伝

えるではなく「伝わる言葉」のつくり方

Q1.
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
開
催
し
た
経
緯
は
？

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
対
面
で
の
講
座
開
催

が
難
し
い
と
考
え
は
じ
め
た
時
、Zoom

※1

を

使
用
し
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
大
規
模
な
集

会
）
に
同
僚
と
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
会
場
に
行
っ
て
い
る
よ
う
な
感

覚
で
楽
し
く
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
っ
て

い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
も
、
体
験
し
た
こ
と

で
自
分
た
ち
も
で
き
る
と
い
う
自
信
に
つ
な

が
り
、Zoom

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。
上
司
の
承
諾
を

得
て
、
各
講
師
に
提
案
。
講
師
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
授
業
や
講
座
を
経
験
済
み
だ
っ
た
の

で
、
す
ぐ
に
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q2.
使
用
し
て
い
るZoom

に
つ
い
て
教
え
て
！

　

受
講
申
込
者
が
２
０
０
人
を
超
え
た
た
め
、

Zoom
のpro

プ
ラ
ン
に
入
っ
て
い
ま
す
※2

。

毎
回
１
２
０
名
ほ
ど
の
出
席
で
、
７
割
が
米

沢
市
民
、
３
割
が
市
外
の
受
講
者
で
す
。
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら
、
ま
た
台
湾

か
ら
の
受
講
者
も
い
ま
す
。
一
時
、
話
題
に

な
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
情
報
の
マ
メ
な
チ
ェ
ッ
ク
と

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
受

講
者
が
会
場
のZoom

	m
eetings

※3

に
入
る

と
き
に
、
Ｉ
Ｄ
の
他
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力

で
、
関
係
者
以
外
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
も
毎
回
変
え
て

い
ま
す
。

　地域おこし・まちづくりなどで活
躍する豪華講師陣のもと、学びを
活かして、自分のアイデアをどんど
ん形にできる人材の養成を目指し
ています。米沢を明るく元気なま
ちにしたい人、地域おこし・まちづ
くりに興味がある人など、市内外の
方が参加可能！例年、伝国の杜を
会場に開催していますが、今年度は
オンライン会議アプリZoomを使
い、オンライン講座として開催しま
した。
　全６回講座終了後に開催予定の
「まちづくり人財養成講座ワーク
ショップ」も状況により、 Zoom
のブレイクアウトルーム（グループ
分け機能）でトライ!?

※１　パソコンやスマートフォンを使って、セミナーや会議をオンラインで開催するために開発されたアプリ。
※２　Zoomには参加人数や機能ごとにBasic（無料）、Pro(有料)、Business（有料）と様々なプランがあります。
※３　オンライン上の講座会場

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
新

た
な
手
法
に
取
り
組
む
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
学
び
の

あ
り
方
と
は
⁉
「
地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り
人
財
養
成
講
座
」（
主
催
：
ま
ち
づ
く
り
人
財

養
成
講
座
実
行
委
員
会
、
事
務
局
：
米
沢
市
社
会
教
育
課
）
を
取
材
し
ま
し
た
。

講座内容

地
域
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

　　他の受講者の感想を
チャットを通してその場で知ることが

できるので、自分の考えを深めることに
も

繋がっています。講師と近い気持ちにな
れる

ところがオンラインの良さだと思います。

（米沢市 20代男性）

受

講
者Voic

e

受

講
者Voic

e

自宅で受講できるので、く
つろぎながら参加できるのもオン

ラインの魅力。いろんな先生のお話を
聞くことができて為になっています。

（米沢市 40代女性）



●ここが上手くいった！
　コロナで学びの機会が減っ
た状況下において、オンライン
講座にしたことで、最初はわ
からないと尻ごみしていた高
齢の受講者も、Zoomの使い
方に慣れて、毎週楽しみにして
くれるようになりました。また、
SNSに長けている受講者が全
国各地から集まったことで、
チャットでの交流や、SNS上
で米沢をアピールしてくれるこ
とにも繋がっています。

●ここが大変！
　通常の講座と違い事前のや
りとりが必須なので、急な申
込など当日受付が難しいです
ね。また、オンライン講座は
意外と講師との距離感がとて
も近く感じられるので、受講
者から講師にSNSで直接メッ
セージが届くこともあるよう
で、失礼のないよう事前に注
意を促しています。

7

生涯学習 ショウガイガクシュウ

Q3.講座開催の流れは?
事前準備

事　後

5月28日（木） 講座を見学してきました!

受講者はZoomを使ったことのない人がたくさん！Zoomの説明書を送付した後に、
事前講習会でわかるまで手厚く指導！

事
務
局

受
講
者

②受付し、アンケートと説明書を送付 （Zoom
　経験の有無など）
⑤Zoom事前講習会を開催
⑦前日にミーティングIDとパスワードをメールで
送る

①事前申込
③アンケートに回答
④Zoomア プリをインストール
⑥Zoom事前講習会に参加

check!

フルネームに氏名が変更されていない人には個別にチャットで話しかけ、フルネームに変更
してもらい出席確認します。講義中は雑音が入らないよう受講者の音声は必ずOFFに！

Googleフォームを使う
と、アンケート作成・回答・
集計が簡単に！アンケー
トのひな型に質問項目や
回答方法を設定するだけ
で作成でき、回答方法は
選択式、記述式など選べ
ます。回答や集計の簡略
化に繋がるとともに、自
動グラフ化やGoogleス
プレッドシートによる一
覧表の作成も可能です。

講座当日、事務局は2名で運営しています。

受講者の画面には、	主に講師や
資料が映ります。	

講師とのリハーサル中の青木さん

参加者の承認をする樋口さん

受講者はこの画面から
Zoom meetingsに参加します。

18:00～

20:20～

20:30

講師とのリハーサル

18:50～ 受講者がZoom	meetingsに集まり、一旦待機。事務局が参加
者の承認をしていきます。

事務局が参加者のチャットの質問を取りまとめ、質疑応答開始

終了			

check!

check!

check!

米沢市教育委員会		社会教育課
主任／青

あおき

木 千
ちひろ

尋さん	（右）
主事／樋

ひぐち

口 風
かざね

音さん	（左）

事務局

講義の開始後、	Zoom上の受講者の名前を参加者リス
トと照らし合わせて出席確認。そして、画面をONにし
ている受講者の様子を常時チェック。

講座アンケートはGoogleフォームで行い業務を効率化！

19:00～ 講座開始

check!

オンライン
講座

講師の動画やパワーポイントなどの動作確認まで入念
にします。インターネット環境が悪いと、画面がフリー
ズしたり、音が飛んだりするので、講師側にも気をつけ
てもらっています。

check!

パワーポイント資料 講師の矢島里佳さん

まめ知識

ここが知りたい！



地域学交流集会
県内の「地域学」や「地域づくり」の実践団体、関
心のある方々が集い、より一層充実した活動を展
開するために学び合います。多様な世代や立場の
方々、団体と出会い、たくさんの活動事例を学ぶ
チャンス！ With/Afterコロナの地域学、地域づく
りとは？ 詳細は後日、チラシやHPにてご確認くだ
さい！
日　　時 12月6日（日）
会　　場 遊学館（山形市緑町1-2-36）
講　　師 廣 瀬 隆 人 氏
　　　　　（（一社）とちぎ市民協働研究会代表理事）ほか

関係者向け一般向け

　コロナの影響で学びや文化の場が突如とし
て奪われ早数カ月。取材をきっかけにオンラ
イン講座を受講し、先日数カ月ぶりに美術館
に足を運びました。不安な時だからこそ、学
びや文化は明日への活力になると改めて実感
しました。今年度の広報紙では、地域活性化
の原動力ともなる“文化”をキーワードに、
生涯学習と文化について考えていきたいと思
います。（Ｒ）

第7回
洗心庵写真コンテスト
洗心庵では、園内で撮影した写真のコン
テストを実施します。庭園の四季を切り
取った、沢山の作品をお待ちしておりま
す。詳細は財団ＨＰをご覧ください。

テ ー マ 洗心庵の春夏秋冬（白黒・カラーいずれも可）
部　　門 一般の部・Ｕ－18の部
作品形態 単写真のみ（組写真は不可）サイズはA4以上
募集期間 11月１日（日）～令和３年１月31日（日）必着
問 合 せ 洗心庵（下記）へ

青少年地域学習活動
支援事業【二次募集】のご案内
高校の課外活動として行われる地域学習や地域づく
り活動を支援します！

対象事業　県内高等学校の課外活動（部活動など）
のうち以下の学習活動

　　　　　○生徒による自主的かつ先進的な地域学
習や地域づくり活動

　　　　　○生徒が地域と協働で行う地域学習や地
域づくり活動

募 集 数　５事業
募集期間　８月４日（火）～９月８日（火）必着
事業実施期間　～令和３年３月31日（水）
助成金額　助成の対象となる経費又は５万円のいず

れか低い額
助成対象経費　謝金・旅費・賃借料・印刷製本費・消耗

品費など
申 込 み　山形県生涯学習センター（下記）へ

高齢者生きがいづくり・生活支援活動人材育成等事業
高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を継続するため、高齢者の生きがいづくり・生活支援活動に参加する
担い手を育成します！申込みは10月以降。詳細は後日、チラシやHPにてご確認ください！

「生涯学習やまがた」をご覧いただいている皆さまに、
感謝の気持ちを込めて、抽選で３名様へ遊学館ブックス
最新刊『どっこい方言は生きている』（２月発売 1,100 円）
をプレゼント！下記の山形県生涯学習センター広報紙担
当あてに【①お名前 · ご住所 ②入手場所 ③興味を持たれ
た記事 ④内容についてのご感想 · ご意見 · ご要望】を添
えて、はがき · メール ·FAX でご応募ください！締め切り
は８月末です。

関係者向け一般向け

読者プレゼント編集発行　（公財）山形県生涯学習文化財団 令和2年７月発行

山形県生涯学習センター  〒990-0041  山形市緑町 1-2-36［遊学館］
TEL 023-625-6411　FAX 023-625-6415　E-mail  yama@gakushubunka.jp
 URL https://www.gakushubunka.jp/yugakukan/
■ 開館時間　9:00～21:00［夜間利用が無い場合は19:00まで］
■ 休 館 日　第１・３・５月曜日、第３日曜日、年末年始

洗心庵［山形県生涯学習センター分館］  〒990-0041 山形市緑町 1-4-28
 TEL 023-664-2800　FAX 023-664-2816
■ 開館時間　9:00～21:00［夜間利用が無い場合は19:00まで］
■ 休 館 日　毎週月曜日、毎月第３日曜日、年末年始

後 記
編 集

一般向け

■支え合いを広げる地域づくりフォーラム：定員100名
高齢社会の現状や活動の必要性について学ぶフォーラム
〈村山地区〉11月7日（土）遊学館（山形市）
〈庄内地区〉  11月8日（日）庄内町第4公民館（庄内町）
■支え合いの地域づくり担い手養成講座：定員30名
　活動を進めるための運営能力や企画立案能力を醸成す

る実践的な連続講座
　11月26日（木）～令和3年2月2日（火）全5回
　会　　場 遊学館（山形市）ほか

■生活支援活動ステップアップ講座
　（食事提供・移動支援）：定員30名
　活動で生じたニーズ等（移動支援や食事提供等）に対応

できるよう知識や技術を学ぶ研修
食事提供　12月18日（金）遊学館（山形市）

　　　　　　12月19日（土）庄内町余目第1公民館（庄内町）
移動支援　12月15日（火）南陽市えくぼプラザ（南陽市）

　　　　　　12月16日（水）新庄市ゆめりあ（新庄市）

関係者向け


